
資料４ 

第５次熊本市硝酸性窒素削減計画の構成（案） 

 

第１章 計画の趣旨と地下水の現状 

地下水中の硝酸性窒素対策に関する県基本計画（以下、県基本計画）の策定に伴い、

背景情報の更新。 

第２章 第４次計画までの振り返り 

 熊本市硝酸性窒素削減計画の各取組の目標について達成状況等を検証し、現状維持

か対策強化かについて委員会にて検討後、記載。 

第３章 各種対策とその目標値 

（１）対策の体系 

（２）対策の指標と目標値 

  Ⅰ 汚染防止対策（発生源対策） 

   Ⅰ-① 施肥対策 

     第４次計画に引き続き、北西部、北部及び植木町には重点的な対策を実施。 

（目標値の再設定が必要。） 

   Ⅰ-② 家畜排せつ物対策 

     重点地域である東部地域については、引き続き東部堆肥センターによる家

畜排せつ物の処理の適正化を実施継続。（効果確認の記載が必要か検討。） 

その他も引き続き対策を実施（目標値の再設定が必要。） 

   Ⅰ-➂ 生活排水対策 

     引き続き対策を実施。（目標値の再設定が必要。） 

  Ⅱ 水量保全地策 

    引き続き対策を実施。（目標値の再設定が必要。） 

  Ⅲ 飲用水対策 

    引き続き対策を実施。 

  Ⅳ 調査・研究 

    引き続き対策を実施。 

  Ⅴ 広域連携 

    県全体計画の策定に伴い、実施方法、目標の設定等を熊本県と連携し記載。 

      

第４章 計画の推進対策・評価体制 

 

※熊本市硝酸性窒素削減計画の目標 

 ・環境基準を超過している井戸については、その濃度を低減させて早期に環境基準を達成

させるようにします。 

 ・熊本市の水道水源地等、地下水の硝酸性窒素濃度が上昇している井戸については、その

上昇を抑え又は濃度を低減させ、将来に亘って良好な水質を保存します。 



第 5次計画策定スケジュール（案） 

R6.2月上旬～中旬 R5年度検討委員会 

・令和 4年度の取組実績報告 

・第 5次計画策定スケジュール（案）について 

・第５次計画の構成（案） 

R6.7月～8月 R６年度第１回検討委員会 

 ・令和 5年度取組実績報告 

・計画に記載する対策について 

・第５次計画における指標の設定について審議 

R6.1１月～1２月 令和 6年度第２回検討委員会 

・第 5次計画（素案）について審議 

R6.12月～R7.１月 庁内関係課に計画（素案）に対する意見照会 

R7.1月上旬～2月上旬 パブリックコメント意見募集開始 

R7.2月上旬～3月上旬 パブリックコメント意見募集終了 

R7.3月中旬 委員会で計画（素案）報告 

R7.3月下旬 パブリックコメント結果公表 

R7.3.31 第５次計画策定 

 

R5 年度実施 

 


